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第 １ ７ - ０ ２ ０ 号 

     ２０１８年 ２月 １日 

 平成 30年３月期 第３四半期決算について 

ＡＮＡホールディングスは２月１日（木）、平成 30 年３月期 第３四半期決算を取りまとめました。詳細

は「平成 30年３月期 第３四半期決算短信」をご参照ください。 

 

1．平成 30年３月期 第３四半期の連結経営成績・連結財政状態 

（1）概況 

 当第３四半期のわが国経済は、企業収益及び雇用環境の改善が続く中、個人消費の持ち直しが見られる等、景

気は緩やかに回復しました。 

 このような経済情勢の下、航空事業を中心に増収となったことから、売上高は 1兆 4,908億円、営業利益は 1,659

億円、経常利益は 1,638億円、また、当期から Peach・Aviation㈱を連結子会社としたことによる特別利益等を計上

した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は 1,529億円となり、それぞれ過去最高となりました。 

 なお当社は、世界の代表的な社会的責任投資の指標である「Dow Jones Sustainability World Index」の構成銘柄と

して、日本の航空会社で初めて選定されました。 

 また当社グループは、「バリアフリー・ユニバーサルサービスデザイン推進功労者表彰」において、航空運送分野

としては、初めて内閣総理大臣表彰を受賞する等、「すべてのお客様に、より安心・快適に飛行機をご利用頂ける

環境を創る」ことを目指して、ハード・ソフトの両面からサービスの開発・導入を進めていきます。  

 

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
平成 30年３月期 
第３四半期 

平成 29年３月期 
第３四半期 

増減 増減率(%) 

売 上 高 １４,９０８ １３,３１７ １,５９０ １１．９ 

営 業 費 用  １３,２４８ １２,０１５ １,２３３ １０．３ 

営 業 損 益  １,６５９ １,３０２ ３５７ ２７．４ 

営 業 外 損 益 ▲２０ ▲５９ ３９ ――― 

経 常 損 益  １,６３８ １,２４２ ３９６ ３１．９ 

特 別 損 益  ４３９ ２０ ４１８ ２,０７１．０ 

親会社株主に帰属する 
四半期純損益  

１,５２９ ８６５ ６６３ ７６．７ 

    

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 

平成 30年３月期 
第３四半期 

平成 29年３月期 
第３四半期 

増減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 １３,０８１ １,５５４ １１,５７６ １,２１６ １,５０５ ３３７ 

航空関連事業 ２,１１５ １１４ １,９２５ ９０ １９０ ２３ 

旅 行 事 業 １,２１９ ３６ １,２２０ ３２ ▲０ ４ 

商 社 事 業 １,０６５ ３６ １,０３３ ３８ ３２ ▲２ 

そ の 他 ２８１ ２３ ２５１ １１ ２９ １２ 
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（2）航空事業 

①国内線旅客 

 国内線旅客は、10 月に発生した台風の影響を受けたものの、需要に応じた各種割引運賃を設定したことに加え、

ビジネス需要が堅調に推移したこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

 路線ネットワークでは、６月から中部＝宮古線を新規開設した他、ウィンターダイヤから広島空港の運用時間延長

に伴い、羽田＝広島線の最終時間帯に増便する等、需要の取り込みを図りました。 

 営業面では、様々な旅のシーンに応じた「旅割タイムセール」を定期的に実施し、需要喚起に努めました。また、地

域活性化、訪日旅客増加を目的に、まだ知られていない日本の魅力を特設サイトや機内等において国内外に発

信する「Taste of JAPAN by ANA –Explore the regions-」を 12月から開始しました。 

 サービス面では、10 月よりプレミアムクラスの機内食サービスにおいて、羽田発着の一部路線のメニューと食器を

一新するとともに、昼食の提供時間を拡大しました。 

 また、羽田空港に続いて 11 月より新千歳空港で、空港での手続きのわかりやすさ、待ち時間の極小化を目的とし

て、出発カウンターのレイアウトを変更し、自動手荷物預け機「ANA Baggage Drop」サービスを導入する等、空港

から機内までのプロダクトとサービスのリニューアルを進め、お客様の快適性、利便性の向上に努めました。 

 

結果として、国内線旅客収入は 125億円の増収（前年同期比 2.4％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
平成 30年３月期 

第３四半期 

平成 29年３月期 

第３四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ５,３２６ ５,２０１ １２５ ２．４ 

旅客数（千人） ３３,７９９ ３２,６４５ １,１５３ ３．５ 

座席キロ（百万） ４４,４８１ ４４,９５８ ▲４７７ ▲１．１ 

旅客キロ（百万） ３０,７５２ ２９,５６６ １,１８５ ４．０ 

利用率（％） ６９．１ ６５．８ ３．４ ――― 

  

 

  ②国際線旅客 

 国際線旅客は、国際線ネットワークの拡充に伴い、日本発ビジネス需要が好調に推移していることに加え、旺盛な

訪日需要を取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

 路線ネットワークでは、８月から羽田＝ジャカルタ線、10月から成田＝ロサンゼルス線を１日２便へ増便し、首都圏

発着のビジネス需要に加え、国内地方空港やアジア＝北米間の接続需要の取り込みを図りました。 

 営業面では、マレーシア行きのロングステイ向け運賃を設定し、将来的に市場の拡大が期待される長期滞在需要

の取り込みを図る等、新規の需要喚起に努めました。 

 サービス面では、お客様からの投票で選ばれた機内食の人気メニューを、12 月から日本発のプレミアムエコノミー

とエコノミークラスで提供する等、サービスの向上に努めました。 

 

結果として、国際線旅客収入は 590億円の増収（前年同期比 15.2％増）となりました 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
平成 30年 3月期 

第３四半期 

平成 29年 3月期 

第３四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ４,４７４ ３,８８４ ５９０ １５．２ 

旅客数（千人） ７,２３８ ６,７５１ ４８７ ７．２ 

座席キロ（百万） ４８,１９４ ４４,７５１ ３,４４３ ７．７ 

旅客キロ（百万） ３６,６８４ ３３,８２５ ２,８５９ ８．５ 

利用率（％） ７６．１ ７５．６ ０．５ ――― 
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③貨物 

 国内線貨物では、需要が好調な国際線との接続貨物を取り込んだものの、羽田発貨物の取り扱いが減少したこと

等により、輸送重量は前年同期を下回りましたが、運賃単価の改善を図ったことから、収入は前年同期を上回りま

した。 

 国際線貨物では、北米・欧州向けの自動車関連部品や電子機器を中心とした旺盛な貨物需要を背景に、日本発

海外向けは好調に推移しました。海外発においても、アジア・中国発の日本向け貨物が好調に推移したことに加え、

中国発北米向けの三国間貨物を取り込んだ結果、輸送重量・収入ともに前年同期を上回りました。 

 また、当社グループは今後需要の拡大が期待される医薬品輸送サービスの拡充を図るため、日本の航空会社と

して初めて、国際航空運送協会（IATA）が策定した医薬品輸送における国際品質認証である「CEIVファーマ」を取得

しました。 

 

結果として、国内貨物収入は微増（前年同期比 0.1％増）、国際貨物収入は 205億円の増収（前年同期比 30.5％増）

となりました。                                （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
平成 30年３月期 

第３四半期 

平成 29年３月期 

第３四半期 
増減 増減率(%) 

国

内

線 

貨物収入（億円） ２３６ ２３６ ０ ０．１ 

輸送重量（千トン） ３３８ ３４７ ▲９ ▲２．６ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万） ３４７ ３５３ ▲５ ▲１．７ 

国

際

線 

貨物収入（億円） ８８１ ６７５ ２０５ ３０．５ 

輸送重量（千トン） ７６３ ７１５ ４８ ６．７ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万） ３,４０３ ３,１０１ ３０２ ９．７ 

 

④その他 

 マイレージ附帯収入、バニラ・エア㈱の収入、Peach・Aviation㈱の収入、機内販売収入、整備受託収入等で構成さ

れる航空事業におけるその他の収入は 2,092億円（前年同期 1,517億円、前年同期比 37.9％増）となりました。 

 バニラ・エア㈱では、台湾線を中心した旺盛な訪日需要を取り込んだことに加え、航空券の早期販売を実施する等、

増収に努めました。当第３四半期における輸送実績は、旅客数は 2,019千人（前年同期比 31.8％増）、座席キロは

3,746百万席キロ（同 23.0％増）、旅客キロは 3,205百万人キロ（同 23.2％増）、利用率は 85.6％（前年同期差 0.1％

増）となりました。 

  Peach・Aviation㈱では、９月から仙台＝札幌線、仙台＝台北線を新規開設し、仙台空港を本格的に拠点化した

他、札幌＝福岡線、札幌＝台北線を新規開設し、ネットワークの充実を図りました。当第３四半期における輸送実

績は、旅客数は 3,771千人、座席キロは 5,073百万席キロ、旅客キロは 4,388百万人キロ、利用率は 86.5％となり

ました。 

 

（3）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

 羽田空港、関西空港における空港地上支援業務の受託が増加したこと等により、売上高は 2,115 億円（前年同期

比 9．9％増）、営業利益は 114億円（同 26.3％増）となりました。 

 旅行事業では、国内旅行は、ダイナミックパッケージ商品「旅作」では、プロモーションと商品力の強化による需要

の早期取り込みを図ったものの、主要な北海道、沖縄、関東方面の集客が伸び悩んだこと等から、売上高は前年

同期を下回りました。海外旅行は、「ANA ハローツアー」において、重点的に販売を強化しているハワイに加え、北

米方面の取扱高が好調に推移したこと等から、売上高は前年同期を上回りました。訪日旅行は、他社との競争激

化により取扱高が減少したこと等から、売上高は前年同期を下回りました。これらの結果、売上高は1,219億円（前

年同期比 0 .1％減）、営業利益は 36億円（同 13.2％増）となりました。 

 商社事業では、リテール部門における国際線旅客数の増加や訪日旅客の嗜好変化にあわせた商品を充実させた

こと等により、空港免税店「ANA DUTY FREE SHOP」や空港物販店「ANA FESTA」の売上高は前年同期を上回りま
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した。一方、食品部門では、主力商品であるバナナの取扱高が、マーケットの競争激化により減少したこと等から、

売上高は前年同期を下回りました。これらの結果、売上高は 1,065億円（前年同期比 3.1％増）、営業利益は 36億

円（同 5.8％減）となりました。 

 その他では、不動産関連事業や航空保安警備事業が堅調に推移したこと等により、売上高は 281億円（前年同期

比 11.8％増） 営業利益は 23億円（同 110.7％増）となりました。 

 

（4）連結財政状態                      （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て）                                        

【連結財政状態】 
平成 30年３月期 

第３四半期 
平成 29年３月期 増減 

総資産（億円） ２５,３４５ ２３,１４４ ２,２０１ 

負債（億円） １４,９０１ １３,９０２ ９９８ 

純資産（億円） １０,４４４ ９,２４１ １,２０２ 

自己資本（億円）  （注１） １０,３２４ ９,１９１ １,１３３ 

自己資本比率（％） ４０．７ ３９．７ １．０ 

有利子負債残高（億円） （注２） ８,１９３ ７,２９８ ８９４ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） ０．８ ０．８ ▲０．０ 

注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／Eレシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（5）連結キャッシュ・フロー                            単位：億円（単位未満は切り捨て）         

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成 30年３月期 

第３四半期 

平成 29年３月期 

第３四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ２,６０８ １,７１３ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲２,８５９ ▲１,７２５ 

財務活動によるキャッシュ・フロー １１４ ３１ 

現金および現金同等物期末残高  ２,９６３ ２,６６４ 

減価償却費 １,１１８ １,０３９ 

 

 

2．平成 30年３月期の見通し 

 平成 30 年３月期の見通しにつきましては、昨年 11 月１日に発表いたしました連結業績の見通しどおりに概ね推移

しているため、連結業績予想の見直しは行いません。 

 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成 30年３月期見通し】 

（連結業績） 
       予想 

前期実績 

（平成 29年３月期） 
増減 

売 上 高 １９,２５０ １７,６５２ １,５９７ 

営 業 利 益 １,６００ １,４５５ １４４ 

経 常 利 益 １,５００ １,４０３ ９６ 

親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
１,３２０ ９８８ ３３１ 

 以上 


